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ー
座
右
の

海
住
山
寺
住
職

私
が
住
む
海
住
山
寺
の
山
裾
に

、
東
洋

史
学
者
と
し
て
有
名
な
内
藤
湖
南
先
生
の

恭
仁
山
荘
が
あ
る
。
そ
し
て
、
書
庫
が
い

く

つ
も
あ
る
。
独
断
で
あ
る
が
、
先
生
が

こ
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
本
の
全
頁
を

読

ま
れ
た
と
は
思
い
難
い
。
し
か
し
、
ど
こ

に
何
が
書
い
て
あ
る
か
は
知
っ
て
い
ら
れ

た
と
思
う
し
、
必
要
な
時
は
何
時
で
も
お

手
元

に
出
さ
れ
た
と
推
察
し
て
い
る
。

（
湖
南
蔵
書
は
最
近
関
西
大
学
に
引
き
取

ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
）

日
本
仏
教
史
を
専
攻
し
た
関
係
上
、
仏

教
学
と
日
本
史
の
書
物
が
集
ま
る
こ
と
A

な
っ
た
。
書
名
、
目
次
に
魅
か
れ
て
求
め

て
も
、
内
容
が
期
待
外
れ
で
、
積
読
の
書

も
あ
る
。
親
子
二
代
、

三
代
と
読
ま
れ
A

ば
、
本
も
幸
せ
で
あ
ろ
う
が
、
代
々
同
じ

分
野
を
極
め
る
こ
と
は
稀
有
で
あ
ろ
う
。

欲
深
く
「
日
本
大
蔵
経
」
な
ど
揃
え
た
が
、

今
後
、
海
住
山
寺
を
預
っ
て
く
れ
る
御
仁

な
ら
ば
、
有
効
に
利
用
し
て
く
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

座
右
の
書
と
し
て
は
、
鎌
倉
時
代
の
高

僧
で
海
住
山
寺
の
中
興
の
祖
、
解
脱
上
人

貞
慶
の
著
「
愚
迷
発
心
集

」
で
あ
る
。
こ

れ
は
岩
波
書
店
刊
行
の
「
日
本
思
想
史
大

の

出

書
—

私
の
宗
教
者
と
し
て
の
中
心
に
、
こ
の

一
愚
迷
発
心
集
」
の
解
脱
上
人
の
言
葉
が

通
っ
て
い
る
。
宗
教
の
本
は
心
で
読
め
と

い
わ
れ
て
い
る
。
自
ら
の
体
験
と
、
著

者
と
の
そ
れ
と
が
一
致
し
た
と
き
、
本
当

の
理
解
が
で
き
る
。

私
達
の
周
囲
は
印
刷
物
の
ま
さ
に
氾
濫

で
あ
る
。
安
易
な
も
の
に
つ
い
手
が
延
び

が
ち
で
あ
る
が
、
一
生
を
通
じ
、
人
生
の

血
と
な
り
肉
と
な
る
書
物
に
出
会
え
た
人

は
幸
で
あ
ろ
う
。
若
い
人
達
に
ぜ
ひ
、
こ

の
種
の
幸
せ
を
得
て
も
ら
い
た
い
も
の
と

思
う
。

佐

脇

貞

明

系
」

15
巻
『
錬
倉
旧
仏
教
」
に
所
収
さ
れ

て
い
る
。
上
人
は
明
恵
上
人
高
弁
(
-
―

一七
一
ー

＿二
三
二
）
と
並
ん
で
、
伝
統
あ
る
仏
教
を
基

と
し
て
、
世
直
し
を
志
し
た
人
で
あ
る
。

平
重
衡

に
よ
る
南
都
焼
打
（
二
八
0
)
以
後

の
乱
世
に
、
何
が
正
し
い

教
え
か
を
問

い

釈
迦
に
帰
れ
と
説
か
れ
た
。
上
人
は
興
福

月
：
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寺
で
学
び
、

38
オ
に
し
て
笠
置
山
に
入
山
：
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・
▼
第
4
回
理
事
会
報
告
▲

し
、
厳
し
い
修
行
と
反
省
の
中
で
こ
の
＂

芯

今
年
度
最
後
の
理
事
会
が

2
月
14
日
開

へ

〗
か
れ
ま
し
た

。
今
回
は
、
役
員
改
選
を
控

〈

書
を
著
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は

、
「
深
山
の

5〗
え
て
い
る
た
め
、
審
議
結
果
を
次
期
役
員

〈

洞
に
移
る
と
雖
も
（
中
略
）
一
行
も
守
る
＂

こ
と
な
し
、
（
中
略
）
手
に
念
珠
を
廻
し

〗
に
引
続
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。
＂

て
数
う
る
と
雖
も
餘
念
と
相
乱
し
、
口
に

〗

議
題
は
一
部
修
正
し
て
了
承
さ
れ
、

5
9
9

5

年
度
第

1
回
理
事
会
及
び
定
期
総
会
に
諮

〔

宝
号
を
唱
う
と
雖
も
、
心
と
唇
と
調
は
ず
」

j

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

r

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
少
し
で
も
修
行
の

＂5

な
お
、
次
期
役
員
は
、

8

月

2
4日
（
土
）
〗

5

ま
で
に
選
出
し
、

4
月
中
旬
に
第

1
回
理

5

道
を
歩
ん
だ
者
で
あ
れ
ば
、
こ
の
心
境
が

心

よ
く
わ
か
る

。
し
か
し
、
こ
の
実
感
を
赤

，
事
会、

5
月
中
旬
に
定
期
総
会
を
開
催
す

＂

裸
に
披
泄
す
る
人
は
少
な
い
。
む
し
ろ
、

〈
る
予
定
で
す
。

〈
今
回

の
主
な
議
題
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〗

不
充
分
さ
を
覆
い
隠
す
の
が
、
人
の
常
で

は
な
か
ろ
う
か
。
青
年
期
に
あ
っ
て
、
自
[
由
昭
和

6
8年
度
事
業
報
告
（
案
）
及
ぴ

〗

ぃ

収
支
決
算

（
見
込
）
（
案
）
に
つ
い
て

f

芯
②
昭
和

5
9年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び

〗

ら
も
手
に
数
珠
を
持
っ
て
、
箕
言
を
唱

55

予
算
（
案
）
に
つ
い
て

う
礼
拝
行
の
時
で
あ
っ
た
。
こ
の
修
行
の

5

合
間
を
み
て
、
主
任
教
授
か
ら
命
を
受
け

/
③
会
則
一
部
改
正
に
つ
い
て

て
い
た
学
会
雑

誌
へ
の
論
文
の
、
書
き
直
〗

④
役

員
改
選
に

つ
い
て

f

し
を
し
た
。
ま
さ
に
上
人
の
心
境
を

読
み

〉
⑤

そ

の

他

取
る
こ
と
が
で
き
た
。
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開
館
20
周
年
を
迎
え
て
：
＇
｝

f

：
京
都
府
立
総
合
資
料
館
，
―

京
都
府
立
総
合
資
料
館
は
昨

年
開
館

20
周
年
を
迎
え
、
昨
年

10
月

14
日
、
関
係
各
界
各
位
の

参
列
を
え
て

20
周
年
記
念
式
典

を
行
い
、
ま
た
、
翌

15
日
に
は

記
念
特
別
文
化
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
記
念
特

別
展
示
と
し
て
、
洛
中
洛
外
図

を
中
心
と
す
る
近
世
初
期
風
俗

画
の
名
品
を
一
堂
に
集
め
た

「
洛
中
洛
外
図
の
世
界
」
展

(58
年

10
月
ー

11
月
）
を
開
催

し
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、

20
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
館
蔵
名
品
展

(
58
年

5
月

ー
6
月
）
、
コ
プ
ト
裂
展

(59

年

2
月
末
ー

3
月
）
、
環
頭
大

刀
の
発
見
展

(59
年

2
月
末
ー

8
月
）
等
の
展
示
、
並
び
に

「
京
都
府
資
料
目
録
」
の
刊
行

(58
年
度
中
刊
行
予
定
）
を
企

画
し
ま
し
た
。

総
合
資
料
館
は
昭
和

38
年
10

月
制
定
の
京
都
府
立
総
合
資
料

館
条
例
に
よ
り
「
京
都
に
関
す

る
資
料
等
総
合
的
に
収
集
し
、

保
存
し
、
展
示
し
て
調
査
研
究

等
一
般
の
利
用
に
供
す
る

た
め
」

設
匿
さ
れ
、
同
年

11
月

15
日
開

●
貸
出
し
が
全
国
三
位
に

館
式
を
挙
行
し
、
翌
16
日
か
ら
一
般
へ
の

業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
以
来
、
所
蔵
資

料
、
業
務
内
容
、
利
用
者
、
設
備
な
ど
の

点
に
お
い
て
も
増
大
•
発
展
し
、
ま
た
組

織
・
機
構
面
で
何
度
か
改
革
を
実
施
し
、

館
運
営

の
改
善
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
庶
務
・
文
献
・
歴
史
資
料
・

文
化
資
料
の
各
課
を
置
き
、
ま
た
、
京
都

府
行
政
情
報
資
料
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、

資
料
の
収
集

・
整
理
・
保
存
、
調
査
活
動
、

閲
覧

・
相
談
、
展
示
、
撮
影
と
複
写
サ
ー

ビ
ス
、
講
習
会
開
催
、
施
設
の
利
用
提
供
、

出
版
物
刊
行
な
ど
、
数
他
く
の
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
一
層
府
民
に
親
し

く
利
用
さ
れ
る
文
化
施
設
と
し
て
の
役
割

を
果
す

た
め
に

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
関
係
諸
機
関
各
位
の
御
協
力

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

「
日
本
の
図
書
館
一
九
八

三

」
が
発
行

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
人
口

百
人
当
た
り
の
図
書
貸
出
し
に
お
い
て
、

全
国
公
立
図
書
館
の
う
ち
、
人
ロ
一
万
五

千
人
ー
四
万
人
で
は
木
津
町
立
図
書
館

（
百
人
当
た
り
四
八
九
冊
）
、
人
口
六
万

人
ー
十
万
人
で
は
八
幡
市
立
八
幡
市
民
図

書
館

（
百
人
当
た
り
五
四
七
冊
）
が
そ
れ

ぞ
れ

三
位
で
し
た
。

＊
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友
好
の
丹
後
町
コ
ー
ナ
ー
設
置
'
’
'，i

木
津
町
立
図
書
館
'
-

I

I

I

I

I

I

I

I

'

,
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京
都
の
最
北
端
（
丹
後
町
）
と
最
南
端

（
木
津
町
）
が
文
化
・
産
業
の

交
流
を
図

り
、
相
互
の
発
展
の
た
め
、
友
好
町
の
縁

組
み
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
木
津
町
で
は

「
丹
後
町
を
住
民
に
よ
く
知
っ
て
も
ら
お

う
」
と
図
書
館
内
に
丹
後
町
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
ま
し
た
。

（
5

．1
1
.
1
5
ー

29)

コ
ー
ナ
ー
に
は
丹
後
町
内
の
名
所
を
紹

介
し
た
カ

ラ
ー

写
真
、
丹
後
ち
り
め
ん
の

華
や
か
な
カ
レ
ン
ダ
ー
・
ポ
ス
タ
ー
及
び

丹
後
町
関
連
図
書
（
「
丹
後
町
史
」
、

「
丹
後
町
今
昔
写
真
集

」
、
「
私
た
ち
の

丹
後
町
」
、
「
丹
後
町
大
山
古
墳
群
発
堀
調
査

塵
口
書
」
、
「
郷
土
の
文
化
財
」
、
「
間
人
の
風

俗
あ
れ
こ
れ
」
等
）
を
展
示
し
、
そ
の
後
は
特
設

書
架
を
設
け
て
貸
出
し
を
実
施
し
ま
し
た
。

．II

大
住
岡
村
長
寿
会
読
書
グ
ル
ー
プ
ク

（
田
辺
町
）
ー

-
，
'
：
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
と
し
て
表
彰

全
国
読
書
推
進
運
動
協
議
会
か
ら
第

16

回
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
田
辺
町

岡
村
読
書
グ
ル
ー
プ
が
表
彰
さ
れ
、
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
(983.11.11)

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
熱
心
な
読
書
活
動
を

続
け
て
九
年
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
会
員

は
15
人
。
読
書
だ
け
で
な
く
、
文
学
散
歩

の
会
を
催
し

、
古
典
に
親
し
み
郷
土
史
を

研
究
し
た
り
し
て
、
読
書
の
喜
び
と
会
員

相
互
の
深
い
理
解
・
交
流
が
支
え
と
な
り
、

ま
た
田
辺
町
教
育
委
員
会
ゃ
町
立
図
書
館

の
移
動
図
書
館

に
よ
る
援
助
・
連
携
に
よ

っ
て
現
在
ま
で
着
実
に
活
動
を
読
け

て
い

ま
す
。
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●

研

修

研

究

委

員

会

＊
啓

1

竺
叫
書
週
間
「
文
化
講
演
会
」

と

き

お

・

1
1
.
2

と

こ

ろ

福

知

山

市

民
会
館

テ
—
マ
「

子
供
の
情
操
と
絵

本
」

ー
作
品
の
中
に
み
る
子
ど
も
像
ー

講

師

京

都

女

子

大

岡

田

純

也

氏

子
ど
も
と
絵
本
の
間
に
豊
さ
を
も
っ
た

大
人
が
い
れ
ば
、

子
ど
も
が
本
の
世
界
に

出
会
っ
た
と
き
、
心
の
中
に
咲
く
花
は
、

色
鮮
か
な

い
い
花
に

な
る
だ
ろ
う
し
、

ど

ん
な
に
す
ぐ
れ
た
絵
本
が
あ
っ
て
も
、
そ

の
真
中
に

い
る

大
人
が
大
変
粗
雑
で
あ
っ

た
り
、
忙
し
い
か
ら
と
い
っ
て

読
み
聞
か

せ
を
め
ん
ど
く
さ
そ
う
に
す
る
よ
う

で
は

、

良
ぃ
絵
本
の
世
界
は
半
減
し
、
子
ど
も
の

心
の
中
に
入
り
こ
ま
な
い

。
絵
本

の
世
界

は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も
大
切
で
あ
り
、

大
切
な
子
ど
も
が
あ
っ
て
こ
そ
読
み
方
も

き
ま
る
な
ど
、
社
会
的
言
語

か
ら
家
庭
内

言
語
、
そ
し
て
絵
本
へ
と

ユ
ー
モ
ア
を
ま

じ
え
た
楽

し
い
講
演
で
し
た

。

＊
第

25
回
暁
員
実
務
研
修
会

と

き

恕

・

1
2
.
2

と

こ

ろ

舞

鶴

市

民

会

館

テ
ー
マ

図
書
館
の
仕
事
ー
図

書
館

職
員
と
住
民
と
の

つ
な
が
り
ー

講

師

澤

田

会

長

事
例
発
表
石
井
満
紀
子
（
大
山
崎
町
）

石
田

真
弓

（
亀
岡
市
）

図
書
館
職
員
は
一
冊
で
も
多
く
の
本
を

読
む
こ
と
と
、
常
に
問
題
意
識
を

も
っ
て

ま 研会御さて ので影影実を ＊ し 仕で話分もが本仕
す修で感れ‘今 と 味 絵 絵 習 使什 第た事あ しがっ 読 を 事
°を は想た第 年 思わののでつ 講 テとと 26 °のりて身てん利 を

企 ‘を 方 24度わえ楽シ して p ，こ 回 上‘ 理に貸で用 し
画 そ頂々‘ の れ ‘ し ル た の ＾ 師 マろき職 で 表解 っ出る 者な

応しれきの 25実ま今さ エ ゜大 ］ゞ父 貝 大現とけす本にけ
。 てら ま中 ‘務す後がッ背変 1 小 影 一 京 ’泌 実 切力協たこと手れ

ヘ 阪
0 /。いをしか 26研゜大簡卜 景楽 ッ 什都 ・務

／ ド市
前絵 でを力ことい渡ば

e き 参 たら回修 い単がのし 弘← p 府 2 研
• 立

あ身をとがうすな
。 た考 ° ‘の 会 ににと色い 子及を立 ・ 修 るに 得が 出のにら

いに研 貴研 の
プ中

0 活〇 て 彩影 口 氏び使図 24会 等つ るら 来 はしな
ジ央と し修 重 修終 用 H もが絵 実つ書 強けこをる大てい

、ー 思て研な会了 さ P 幻 美 の； 誓 習 fこ館 調ると ‘ °変も゜
つ今究御にに れの想し講タ フ さこが他ま自‘―
て 後 委 意 参際 る利 的く 、 義

l館ィ
シシ ル れ と 必 人 た 信 自冊

い の員見加し も用で ム まも要に自を分の、 、
111 1111111111111111111111111111111111 11 11111 11 11111111111 11 111 111 ~ 111 1111 1 111111111111111 111111 111 111 1111 111111111 1 11 111 ＂川 1| 専門委員会ニュース[ 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

取が全取紹 面いるげ (11) (10) (9) (8) (7) ・- (6) (5) (4) (3) (2) (1)次 日 1。• 
逐上明国扱介そ何かかる当究 係 の の 当 と月相
刊 げら的 いしのをと ‘ べ 委 とそ図 図図図 団 大 参作 目相 資 相と委 4 11互

相

のるかにがま結す い取き員実の 書 書 書書体学考成録互料互お 員 回日協 互
分こに分各し果るう組事会施他館館館館と‘ 調配 ‘貸の協り 会 開 ‘力協
担とな担館た‘かこみ 業 で ‘活職施業の学 査 布 書 借 収 力 で で 催 11
保にり保 とよ 会にとや とは 相 動員設務連校 誌 な 集 計す推 し

委ヵ
月員

存 しま 存もう報つをす し‘ 互 の の絡‘ ‘ ど ‘画゜進ま l7会 委
のましが課に 2 い 念 いて第 協 P 機交専 索 資 整の しし 日（ょ 員
メした進題‘ 号て頭か‘ー カ R 械流門 引料理 策 てた及‘会
リたのんで逐に協に ‘ 何 回活 化 図 な提 ‘定い°び 58
ッ゜でであ次お議ぉ実が以動 書 ど 供 保 く 59年
卜 ‘いる刊いしい 現重来 の 館 資存 事 年 9
はこるこ行てまてし要‘調 な 料 業 l 月
‘れこと物少し‘ゃで 取査 ど 情 は月 8

をと ‘の した 当 すあ上研 関 報 ‘26日
0 、

山

ど

こ

の

館
で

も
廃
棄
し
て
い
る
も
の

が
、
ど
こ
か
の
館
で
保
存
で
き
る
、

②

書
庫

ス
ペ
ー
ス
の
点
で
、
他
の
館
で

責
任
を

も
っ
て
保
存
す
れ
ば
、
安
心
し

て
廃
棄

で
き
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、

京
都
府
の
公
共
図
書
館
に
お

け
る
逐
刊
の
実
態
が
全
く
わ
か
ら
な
い
の

で
、
ま
ず
そ
の

実
状
を
知
り
た
い
、
と
い

う
こ
と
か
ら
、
逐
刊
の
収
集
、
整
理
、
保

存
、
利
用
上
の
現
状
と
問
題
点
を
明
ら
か

に
し、

更

に
分
担
保
存

・
相
互
貸
借

の
可

能
性
を
探
る
た
め
ァ
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た

。

今
回

の
調
査
で
は

、
逐
刊
の
所
蔵
調
査

も
含
め
て
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
京
都
府

内
の
逐
刊
総
合
目
録
の
編
集
が
可
能
と
な

り
、
所
蔵
館
の
紹
介
、
コ
ピ
ー
利
用
な
ど

図
書
館

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
役
立
つ
も
の

と
な
り
、
委
員
一
同
は
り
き
っ
て
取
組
ん

で
い
ま
す
。

次
回
委
員
会

(
8
月
上
旬
予
定
）
は
、

こ
の
調
査
書

の
最
終
協
議
を
行
い
、

4
月

1
日
現
在
で
記
入
を
お
願

い
し
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
の
で

、
皆
様
の
と
協
力
を
お

願

い
し
ま
す
。

•
新
委
員
紹
介

大
槻
政
美
（
田
辺
町
立
）



(4) 

当
市
で
行
わ
れ
た
研
修
会
は
、

て
g

8
か
月
の
経
験
し
か
な
い
私
に
と

し
民
っ
て
大
変
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

実
践
発
表
で
は
、
二
名
の
方
の
日

n
市

力
鶴

参
舞
夜
努
力
し
て
お
ら
れ
る
様
子
を
聞

に
2

き
な
が
ら
、
少
人
数
の
職
場
で
、

会
口
寂
し
く
仕
事
を
し
て
い
る
私
に
は
、

修
58

亀
岡
市
の
石
田
さ
ん
の
よ
う
に
一

研

人

で

、

今

日

の

充

実

し

た

図

書

館

を
築
く
た
め
の
勉
強
は
大
変
な
苦

務

労
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

実

そ
し
て
、
不
満
ば
か
り
述
べ
て
い

．
．．．

．
 

••
••••••••• ．．．．．．．．．．．

．
 

••••••••••• •••••••

••••

• 

•••
••••••

•• 

る
私
に
は
、
現
状
と
比
較
し
て
参
考
に
さ

せ
て
頂
く
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
山
崎
町
の
石
井
さ
ん
は
、
い

ろ
ん
な
研
究
を
さ
れ
、
今
後
の
課
題
を
取

り
あ
げ
て
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
頑

張
っ
て
お
ら
れ
る
様
子
を
聞
い
た
時
は
、

事
務
し
か
経
験
の
な
い
私
に
は
、
何
も
出

来
な
い
の
が
恥
ず
か
し
い
位
で
し
た
。

つ
ぎ
に
、
会
長
さ
ん
か
ら
図
書
館
員
と

し
て
の
心
構
え
等
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た

が
、
市
民
の
図
書
館
と
し
て
、
み
ん
な
か

ら
親
し
ま
れ
る
場
を
築
く
た
め
に
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
に
心
掛
け
て
い
ま
す
が
、
人
手
不

足
等
で
ゆ
き
わ
た
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
問
題
が
生
じ
て
も
、
市
町
村

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
大
き
な

成
果
を
生
み
だ
し
ま
す
か
ら
、
今
後
の
研

修
会
を
期
待
し
ま
す
。

（
舞
鶴
市
立
西
図
書
館

寺
島
掏
江
）

りと たれ 1 すに 館こ 機 狭 I 気とただ日書修 く今館もし熱山◎
＾やで図いるビい利そもれ会くと←分もつつ頃館なも考のに励てを崎石
峰 す新書と司ス図用し見かとなこと一多のた仕のどとえ自勤まおも町田
山く米館思書に書して学らいりろャ新々もり事人にもる分めさらつシさ
町身の勤 いと力館て‘しはえ‘がル し あ 忘 す 面 と 行 と 機 に て れ れ て の ん
立 の私務まなを づ も も た も ば 他 最 気 ‘りれるで話く，，会→早まる取お＾
図あに一 するいくらっいつ研館近十→ ま て と 感 す と 人 を こ や し 話 り 二 亀
書ると‘゜よれりえととと修をは分さす話‘じよ‘，，，与れ二たを組人岡
館研っ二 う‘にるも思務の見行にあ゜し親てうでがえで年゜聞みの市

修て年 ‘誰努よついめ時学動な‘十こ近いにき好て い半とき‘図シ、
藤 では対 努か力うとまてぐし範り私分ん感るしるき いが同‘常書石
原し‘ 象 力らし‘多すよらた囲まも話でをこてだなグの過時私に館井
恵た大と しも‘利く゜そいりがすガしし覚といけのきか苔に自全活さ
美°変し►、 て親児用の ので‘極°ンたまえがま他でま←た‘身力動ん
子 ゎつ いし 童 し住 図す話め バ後う時ーすの‘しと現図と投にへ

かこ きまサや民 書がすて 口はこが緒゜図研ぢ深在書て球情大

進る 習 え た れの館てるが活の 南丹地区図書館等職員研修会開催”
めこ資る住具まネとく環な動巡午

1 | 
れのな立木

てと料た民体しッのれ境さの回後ま接時つ茂午
る民ず岡況れ充館連育

いををめの的た卜連るづれ発取は
とかれ市はま実職絡研昨

し点期た氏前こ
る決整‘郷に°ワ携住くま麦組‘

らもだ‘しの員協究年
たをに社の中

と定理各土は 1 、民りし み和°見あ会講は
ろそ公け独たた研議協 12

こしし市学‘ ク南組‘た及と知
がの民で立 ゜め 修 会 議 月

扇ろ‘ ‘町習今 の丹織図°び亀町
っ た 教 演 ‘ 多 整 館 ‘ し 南 に 会 の 会 8

都でそそがに日 強地づ書図各岡中 直‘
めり育で園ぃ備の船た丹←が共と日

を‘部
府 すのの保‘盛 化区く館書市市央

° が 中 井 も 地 を → 催 亀 ‘
す公創生中

南゜取目有よん 等図り
強に郡の区テ図で岡南

＾を町立公 こ民造涯央
丹 組録すりに が書‘ 室 身の図民

く設六をの 1 書公・丹

教 みをる的な 話館学ジ近実書館
と 館す 教公 望置町持図マ館民船地
が と べ 育 民

育 を 交 郷 確 つ しへ校をに践館図
まさでつ書に＾館井区

強図き視館
琶 ‘換土にて 合室図支感交分書

れれはの館開室・公社
調書重点長 て‘‘はの催シ図民会

今す学応き わツ書えず流館室 さ 館要 に高 い住い亀状さの書館教

●
昭
和
59年
度
の
全
国
図
書
館
大
会
は
、

10
月

25
日
（
木
）
か
ら

10
月
27
日
（
土
）

ま
で
の

3
日
間
、
大
阪
の
千
里
丘
陵
を
中

心
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
会
実
行
委
員
会
で
、
分
科
会
の
内
容

ゃ
各
会
場
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
り
、
準

備
の
方
は
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

7
年
ぶ
り
の
近
畿
で
の
大
会
を
成
功
さ

せ
る
た
め
に
、
近
畿
公
共
図
書
館
協
議
会

で
は
、
例
年
実
施
し
て
い
る
研
究
集
会
を

す
べ
て
中
止
し
、
大
会
に
総
力
を
あ
げ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
会
に
つ
い
て
詳
し
い
内
容
が
わ
か
り

ま
し
た
ら
、
「
会
報
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
訂
正
と
お
詫
ぴ

会
報
二
号
で
図
書
紹
介
の
書
名
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
ぴ

し
ま
す
。

正
「
公
立
図
書
館
原
論
」
森
耕
一
著

（
図
書
館
学
大
系
）

今
年
は
と
り
わ
け
雪
が
多
く
、
厳
し
い

昨
今
で
す
が
、
吹
く
風
の
中
に
春
の
に
お

い
が
感
じ
ら
れ
、
い
よ
い
よ
春
で
す
ね
。

読
書
週
間
の
行
事
を
一
覧
表
に
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。
そ
の
節
は
御
協
力
あ
り
が

と
う
と
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
館
で

の
多
種
多
彩
な
取
組
み
、
大
変
興
味
深
く
、

今
後
の
催
し
に
参
考
に
な
れ
ば
幸
甚
で
す
。

協
議
会
、
会
報
に
対
す
る
御
意
見
、
御

批
判
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

編

集

後

記



1983 読書週間行事まとめ

館名及び行事 備 考

福知山市立図書館

・「親子で仲よい読書」運動 鉛筆に 「親子で仲よい運動」と入れて、 図書館利用
者に配布

-------------------------------------------------------------・ • ・ • -• -• ------• ---」------------------------------------------------------------ • -----------・ • --------• -

宇治市民図書室

• 読書週間記念講演会 i 講演「宇治の花と源氏物語」
： 講師相馬大氏

- - - - - - - - - - • - - • - - - - - - - - - - - - • • - • • • • - - - - - - • • - - • - - - - O • - - • • - - - • - - - - - - - - - - - - - - - - - - • - • - - - - • - - - - - - - - - • - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ～ -------------- • ----・ • -------- -—• -----------------

木津町立図書館

•親と子の読書のつどい l 人形劇（かさこじぞう）、パネルシアター

•姉妹都市丹後町 コーナー開設持別展 l 紹介（丹後町史、カラ ー写真、丹後ちりめんポスタ ー）

---------------------------• ---• ------------------• ・ • --• ------------・ • ---------~ ------------------------------• ----------―ー・―--.. ----------.. --.. ----------------.. 

精華町立図書館

• 第 5 回 文学散歩 i京都東山方面へ

-----------・ • ---• -----------• ---------------• -• --・ • • -----------------• ------• —— ' - ----------------------------------------------------------------------------------

亀岡市立図書館

•成人用図書受賞作品展
展示作品 より読書後の印象を生け花で表す

講師 「子どもと読書一絵本の選び方と与え方」

講師石田真弓司書

----------------.......... ---------- -----• ••----- ---------------- -- --- ---- -- - --合------ -- ------ ----- ------ - --------------------•----•-----•---•--------------- - ------

園部町立園部図書館

•手作り絵本講習会 l 大型紙芝居 (80 cmx l l O cm) 

•ジャンボ紙芝居 i イルカ原作 「ノエルの不思議な冒険」

； （紙芝居 ・外枠も 手製）
- - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - --- ------ - - - - - - - - - - - - - - - - - ---- - - - -―』← - - - - - • - - - - - - - • - - - - - - - - - - - - - - - - -―← - - - - - - - - - - - - - - - - - - ・ • - ・ • - O - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

和知町中央公民館 ： 
•こども，紙芝居と読書相談

•手作り絵本講習会

・ • ------------• --• ----------------・ • -・ • ・ • -------・ • --------------• ----------• --1-------------• ・ • --------------------------------------• ---------------------------・ • 

舞鶴市立西図書館

•講演「読みきかせとお話」 ！講師古牧逼氏

•読書運動（協賛 村田舞鶴堂） i 読書週間中に図書を借り出した小・中学生に鉛筆 1本
； ずつ進呈

--------------------.---------------------------・ • --... ・ • ---------・ • ・ • --------――’---------------------------------------・ • --------------• -------------・ • ・ • ● - • ・ • - - - - - -

舞鶴市立東・西図書館

•読書懲想文募集（共催 舞鶴市教育委員会） ！ 

.．．・ • -・ • ----・ • --．．．．．．．．．．・ • --• ------------------------------------------------. i ---・ • ----・ • ---------------------------------------------------------------------• ---
宮津市立図書館

•読んだ本のお話を絵にする作品募集

-----------------• ---------------------------• -・ • -----------------------• ------會—- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - • ・ • - - - - - - - - - - - - - - - ・ • - - - - - - - - - - - - - - - - - -

峰山町立図書館

•第24回児童生徒読書感想文の募集 ［ 自由課題、各分類毎に入選者を決定し、「町報」に発表

文学賞受賞図書作品展示（目録作成）

•生け花（協賛笑玉会）

• 講演と映画の集い



京都市中央図書館

• 読書週間 特別講演会

（ 共催 京都市社会教育振興財団 ［ 

協賛 京都市図書館読書友の会
京都家庭文庫地域文庫連絡会 ）

•秋のおたのしみ会

「京都の昔話」

講師稲田浩二氏

人形劇（森の くまさん） 、 お話（京都の昔話）
大型紙芝居（ゆかいな一休さん）

• 読書週間ポスター コ ンクール入選作品展 i中学生の描いた読書週間のポスタ ーのうち、優秀作品

（共催 京都市社会教育振興財団 ) i 2 0点を展示
京都市中学校図書館研究会

---------------------------------------------------------------------------------↓ 

加茂町教育委員会

• 図書館と住民のつどい ！講演 「私と読書 ・図書館」

（共催京都府立図書館）
； 講師澤田種治氏
：紙芝居実技指導

---------------------------------------. -----------------------------------------.----------------------------------------------------------------------------------

大山崎町立中央公民館

• お楽しみ劇場 l指人形、巻絵、紙芝居 、読みきかせ、ゲーム

（共催 小倉 ・竹の子・タ月各地域文庫 ； 

大山崎町教育委員会 >
---------------------------------------------------------------------------------・---------------------------------------------------------------------------------

京都府立図書館

• 読書推進講座

京都府図書館等連絡協議会

• 1 9 8 3読書週間 文化講演会

（ 
福知山市立図書館

共催 京都府立図書館
京都家庭文庫地域文庫連絡会

園 部町立図書館

） 

「平安朝時代の文学」

ー伊勢物語から源氏物語ヘー

講師 今西祐一郎氏

「子ども の情操 と絵本」

ー作品の中にみる子ども像一

講師 岡田純也氏

亀 岡市立図書館


